
へ
ボ
ン
Ｑ
四
日
の
“
ｏ
貝
爵
餌
８
９
目
）
は
、
初
の
ア
メ
リ
カ
人

医
師
・
宣
教
医
師
と
し
て
安
政
六
年
に
来
日
し
た
。
明
治
初
年
に
来

日
し
た
外
国
人
た
ち
と
在
日
期
間
の
長
い
ヘ
ポ
ン
と
の
間
に
、
職
業

・
国
籍
・
年
代
等
を
越
え
て
、
交
流
の
あ
っ
た
こ
と
が
数
々
の
文
献

に
書
き
残
さ
れ
て
い
る
横
浜
居
留
地
に
あ
っ
た
ヘ
ポ
ン
の
住
ま
い

は
、
あ
る
種
、
来
日
外
国
人
た
ち
の
サ
ロ
ン
に
な
っ
て
い
た
と
い
え
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今
回
の
報
告
で
は
、
へ
ボ
ン
と
交
流
の
あ
っ
た
人
点
の
う
ち
、
シ

モ
ン
ズ
（
己
匡
色
目
①
国
段
日
日
○
口
“
）
を
中
心
に
シ
モ
ン
ズ
の
日
本
で

の
業
績
を
振
り
返
り
、
そ
の
中
で
ヘ
ポ
ン
の
果
た
し
た
役
割
に
つ
い

て
、
考
察
し
て
い
き
た
い
と
思
う
。
主
史
料
と
し
て
、
岐
阜
県
羽
島

に
あ
る
、
内
藤
記
念
く
す
り
博
物
館
所
蔵
『
米
利
堅
平
本
常
用
方
」

の
明
治
三
年
・
陰
暦
七
月
十
二
日
か
ら
の
横
浜
に
お
い
て
の
日
誌
部

分
に
注
目
し
た
。
こ
の
史
料
に
は
、
シ
モ
ン
ズ
が
ヘ
ポ
ン
の
施
療
所

へ
ボ
ン
と
交
流
の
あ
っ
た
人
々高

安
『『
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子

で
か
な
り
の
人
数
の
患
者
を
診
療
し
て
い
た
こ
と
が
、
克
明
に
記
さ

れ
て
い
る
。
従
来
よ
り
、
へ
ボ
ン
と
シ
モ
ン
ズ
と
の
交
流
は
知
ら
れ

て
い
た
が
、
そ
の
記
述
か
ら
は
、
シ
モ
ン
ズ
が
へ
ボ
ン
の
片
腕
と
し

て
施
療
所
を
手
伝
っ
て
い
た
こ
と
が
う
か
が
わ
れ
る
。

シ
モ
ン
ズ
に
つ
い
て
は
、
近
年
、
『
日
本
医
史
学
雑
誌
』
三
三
巻

二
号
に
荒
井
保
男
氏
が
「
米
医
，
。
Ｂ
・
シ
モ
ン
ズ
」
と
い
う
詳
細

な
論
文
を
報
告
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
論
文
を
元
に
、
『
米
利
堅
平
本

常
用
方
』
日
誌
部
分
の
記
述
を
吟
味
し
、
シ
モ
ン
ズ
と
へ
ボ
ン
の
交

流
に
つ
い
て
、
再
構
成
し
て
み
た
い
。

シ
モ
ン
ズ
と
ヘ
ポ
ン
の
二
人
は
、
同
じ
ア
メ
リ
カ
人
の
宣
教
医
師

と
し
て
来
日
し
、
来
日
時
期
も
半
月
の
差
は
あ
る
が
、
同
じ
安
政
六

年
で
あ
っ
た
。
こ
う
し
た
点
か
ら
、
「
へ
ボ
ン
書
簡
集
』
に
も
来
日

当
初
よ
り
、
へ
ボ
ン
と
シ
モ
ン
ズ
と
が
た
い
へ
ん
に
親
し
く
し
て
い

た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。

へ
ボ
ン
が
在
日
期
間
中
、
宣
教
医
師
と
し
て
施
療
所
を
開
設
、
医

療
活
動
を
通
じ
て
キ
リ
ス
ト
教
の
布
教
に
努
め
た
の
に
対
し
、
シ
モ

ン
ズ
は
来
日
後
、
短
期
間
で
ミ
ッ
シ
ョ
ン
か
ら
独
立
、
自
宅
で
開
業

を
し
て
い
る
。
そ
の
シ
モ
ン
ズ
が
、
明
治
三
年
の
夏
に
ヘ
ボ
ン
施
療

所
に
お
い
て
、
へ
ボ
ン
の
片
腕
と
し
て
診
療
を
行
っ
て
い
た
と
い
う
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事
実
は
、
注
目
に
値
す
る
。
さ
ら
に
、
こ
の
明
治
三
年
と
い
う
年
は

シ
モ
ン
ズ
が
福
沢
諭
吉
の
主
治
医
と
な
っ
た
年
で
あ
る
。
石
川
幹
明

著
『
福
沢
諭
吉
伝
』
の
記
述
に
よ
る
と
、
発
疹
チ
フ
ス
に
か
か
っ
た

福
沢
は
、
初
め
へ
ボ
ン
に
診
察
を
依
頼
し
た
が
、
へ
ボ
ン
は
差
し
支

え
が
あ
っ
て
こ
ら
れ
な
い
、
と
断
り
、
代
り
に
ヘ
ポ
ン
が
シ
モ
ン
ズ

を
紹
介
し
た
と
い
う
。
明
治
三
年
頃
の
日
本
に
来
日
し
て
い
た
有
能

な
外
国
人
医
師
の
数
は
少
な
か
っ
た
に
せ
よ
、
横
浜
の
ヘ
ポ
ソ
の
周

囲
に
は
か
な
り
の
人
数
の
医
師
た
ち
が
存
在
し
た
は
ず
で
あ
る
。
日

本
滞
在
の
長
い
シ
モ
ン
ズ
の
方
が
、
日
本
人
を
診
察
す
る
に
は
都
合

が
よ
い
と
思
わ
れ
る
け
れ
ど
も
、
自
分
の
周
り
の
医
師
の
中
か
ら
へ

ボ
ン
が
シ
モ
ン
ズ
を
紹
介
し
、
シ
モ
ン
ズ
が
福
沢
を
診
察
す
る
こ
と

と
な
っ
た
理
由
も
、
こ
の
『
米
利
堅
平
本
常
用
方
』
の
記
述
を
信
用

す
れ
ば
、
当
然
の
こ
と
の
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

シ
モ
ン
ズ
の
日
本
に
お
い
て
の
活
動
に
つ
い
て
は
、
明
治
四
年
の

横
浜
十
全
病
院
開
設
の
頃
か
ら
は
、
連
続
的
な
記
録
が
残
さ
れ
て
い

る
。
し
か
し
、
明
治
三
年
頃
の
記
録
は
、
大
学
東
校
の
教
師
を
短
期

間
勤
め
て
い
た
こ
と
、
前
述
の
よ
う
に
福
沢
の
主
治
医
に
な
っ
た
こ

と
、
と
い
っ
た
断
片
的
な
記
録
で
し
か
な
い
。
シ
モ
ン
ズ
は
安
政
六

年
に
来
日
後
、
時
期
は
は
っ
き
り
し
て
い
な
い
が
離
日
し
、
フ
ラ
ン

ス
・
ド
イ
ツ
で
医
学
修
行
を
し
て
き
た
と
さ
れ
る
。
明
治
三
年
一
月

十
二
日
付
で
、
フ
ル
ベ
ッ
キ
の
書
い
た
大
学
東
校
へ
の
推
薦
書
に
よ

る
と
、
一
時
日
本
を
離
れ
て
い
た
シ
モ
ン
ズ
が
再
来
日
し
た
の
は
、

明
治
二
年
の
終
り
か
明
治
三
年
の
初
め
の
頃
と
思
わ
れ
る
が
、
再
来

日
し
た
シ
モ
ン
ズ
は
日
本
で
の
活
動
が
軌
道
に
乗
る
ま
で
の
間
、
ヘ

ポ
ソ
の
施
療
所
を
手
伝
っ
て
い
た
と
の
推
測
が
で
き
よ
う
。

そ
の
他
に
も
、
へ
ボ
ン
と
交
流
の
あ
っ
た
人
食
は
数
が
多
い
。
日

本
人
医
師
で
は
佐
藤
泰
然
、
外
国
人
医
師
で
は
影
響
を
受
け
た
人
物

と
し
て
、
ホ
イ
ッ
ト
ニ
ー
（
乏
・
ｚ
，
葛
冨
目
ｑ
）
↓
な
ど
が
挙
げ
ら
れ

る
。
医
師
と
し
て
の
ヘ
ポ
ン
が
、
明
治
維
新
期
の
日
本
と
い
う
国
の

中
で
、
ど
の
よ
う
な
役
割
を
果
た
し
た
か
に
つ
い
て
を
報
告
し
た

い
ｏ

（
順
天
堂
大
学
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部
医
史
学
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）
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